




























































































































































































































































































































































































































































も Aと Bでは異なる点に着目していることや Bのように継続した研修参加によっていい教え
方に対する理解が深まることを考えると、何度も研修に参加し、その都度、参加者にとって刺
激となることを本人自身がふり返りつつ繰り返し学び続けていくことが望ましいと言える。
６．今後の課題
日本語教育の教師研修の報告や研究は、近年多くなり、成果の蓄積・共有が多くなされるよ
うになってきた。参加者の内省、参加者間の協働や学び合い、実践とふり返りの関係などが、
研修評価として明らかにされている。内省の支援の仕方や協働学習を促進する関係作りなど、
研修実施者が実践の中で経験的に知っていることが多いと思われるが、それらを意識化・言語
化し、他者と共有していくことで、よりよい研修のあり方を探る場や方法を模索していく必要
があろう。
本研究は、大学で教えるタイ人新人 NNTが研修のどのような点に気づきを得て、授業実践
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をふり返ることにつながったのか、またそれには彼らのどのような背景や問題意識が関係する
のかを明らかにしたものである。またこの研究結果は、上述の研修実施者が経験的に知ってい
る暗黙知を可視化する試みでもあったと言えよう。ただし、対象が２名だったこともあり、今
後は、経験教師や他の国の NNTにも対象を広げて分析して考察を深め、この研究の知見を検
証する必要があろう。さらに、可能であればこのような新人 NNTを対象とした縦断的な研究
を行い、ビリーフ形成や変容と研修の関係も見ていきたい。
〔注〕
（１）本稿では、「（言語学習についての）ビリーフとは言語学習の方法・効果などについて人が自覚的にまた
は無自覚にもっている信念や確信を指す」（日本語教育学会２００５：８０７）とする。
（２）国際交流基金（２０１１）によると、海外の日本語教師４９，８０３人のうち、７１．８％は NNTである。また、日
本語教育上の問題点として、教材の不足や施設が不十分であることに次いで教師の数や能力に関するも
のが多く指摘されている。これらの解決に教師教育は大きく関わっている。
（３）「国際交流基金 日本語教育国別情報 タイ」２０１１年９月３０日参照
＜http : //www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/country/2010/thailand.html＞
（４）PAC（Personal Attitude Construct：個人別態度構造）分析は、自由連想、連想項目間の類似度評定に基づ
くクラスター分析、協力者によるクラスター構造のイメージや解釈、調査者による総合的解釈を通じて、
個人ごとに態度やイメージの構造を分析する手法である（内藤２００２）。
（５）本来は非類似度行列を提示すべきだが、本稿では紙幅の都合から省略した。
（６）教師研修についての情報は、日本人担当講師への聞き取りによる。
（７）発言「A」は A自身が日本語で話したことを示し、「A＊」は通訳者による日本語訳であることを示す。
通訳内容はインタビュー後に別の通訳者に確認してもらった。Aの発話がよりよくわかる場合に限り、
［ ］で別の通訳者の訳を併記した。
付記：本研究は、平成２１－２４年度科学研究費補助金（基盤研究（C）「量的・質的ビリーフ研究から海外ノ
ンネイティブ日本語教師の研修に必要なものを探る」（研究代表者：坪根由香里、課題番号
２１５２０５４９）の取り組みの一部である。
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